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今年も例年にない猛暑で体調もくずしやすい夏となっています、皆さま熱中症な
どに気を付けてお過ごしください。 
この時期は、お盆休みや⻑期休暇など外出や人数が集まっての会食などの機会も
増えてくるかと思います。実習実施者の皆様におけれましては、技能実習生に対
して、熱中症及びコロナ感染対策の指導を引き続きお願いいたします。 
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7 月３日に第９回の有識者会議が開催されました。最終報告（今秋提出予定）の論点整理が主
な内容となっており、下記の内容が主な変更・修正点となっております。 
◆新しく論点にあがった内容                              
・転籍先確保のための公私の機関（業所管省庁、ハローワーク等）の関与 
・新たな制度における監理団体、特定技能における登録支援機関の在り方 
・国、自治体、法テラス、弁護士会、ＮＧＯ等の支援及び関与と外国人技能実習機構との連携 
今回は関係機関の制度への関与に関連する内容が盛り込まれており、外国人労働者保護強化の
方向性がでています。今後も引き続き、新制度に関する情報を皆様にお伝えしてまいります。 

◎今後の技能実習制度はどうなるの？ (第６回) 

■交通事故・労災・急病など緊急時の連絡についてのお願い     
技能実習生が仕事・生活で事故や急病などの緊急事態が発生した際に、実習実施者の皆様自身
の対応と組合との連絡の手順をご案内させていただきます。 
適切に対応するため初動対応は実習実施者の皆様で行っていただくようお願いいたします。 
▶緊急時の対応手順                                  

 ①事故・急病の状況確認と状態に応じて一刻を争うような場合は、実習実施者の方がただちに
救急車の手配をしてください。現地で状況がわかる方が素早く対応することが重要です。 

 ②初動対応した後に担当の組合指導員へご連絡ください。緊急搬送時など通訳が必要で、組合
指導員が到着に時間がかかるようであれば電話対応いたします。 

 ③組合指導員の対応がさらに必要な場合は時間や場所などの調整をお願いいたします。 

現在、先進国全体で人材不足となっており、アメリカ・欧州・豪州など人材を受入れている
先進国各国が人材確保をしているだけでなく、今まで人材を送り出す側であった中国でもベ
トナムやフィリピンからの外国人労働者の受入れのための動きが始まっています。 
こうした人材獲得競争の激化に伴い、アメリカではここ 2 年半で 400 万人の移⺠労働者を受
入れていますがそれでも職種により人材が不足している状況となっています。特に建設業で
は先端技術やインフラ整備における財政出動による仕事量の増加により人手不足となってお
り、人材確保のための賃金の上昇が生じています。アメリカの一部では時給 5,000 円程度ま
で上がっており、インフレの一因ともなっているそうです。 
そのような状況の中、各国送り出し機関における候補者募集にあたっては、「日本での技能実
習で得られるものはお金だけでなく、日本語習得、生活や仕事を通じて先進的な考え方な
ど、将来的な展望を踏まえた説明」をし、理解を得られた候補者にＷＥＢ面接に参加しても
らい選抜しています。 
実習実施者の皆様においては、このような状況においても来てくれた技能実習生の心情や誠
意に敬意をはらい、暖かく迎え入れ、有意義な生活や生産活動ができるよう、労働条件の設
定や受入れ環境の整備などできる限りの対応をしていただくようお願いいたします。 

▶ 日本国外の労働市場の現状について 
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�宿舎の清掃状況確認と指導を定期的に行ってください 
◆定期的な清掃とゴミ出し 
ごみを放置したまま生活しないように、毎週きまった日に清掃を行い、 
指定日にゴミ出しをすることを指導しましょう。ゴミが残っていると、 
居住環境的にも良いことはなく、近隣の住⺠の方とのトラブルの原因になります。 
宿舎の清掃などについては、宿舎の設備確認と合わせ、定期的に実施していただ 
くことが重要です。指示や注意を受けないと掃除・洗濯をしないという人もいますし、 
逆に掃除機や洗濯機などが壊れていて実施していないということもあります。 

■今後の行事予定   
８月８日(火) 技能評価試験（鉄工） 

場所：茨城県職業人材センター ８月２４日(木) 技能評価試験（とび） 
場所： 茨城県職業人材センター 

８月１６日(水) 
〜２５日(金) 組合による監査 ９月１９日(火) 技能評価試験（農業） 

場所：マイステイズプレミア成田 

■日本語学習アプリのご紹介                        
スマートフォンを利用して日本語学習ができるアプリやサイトをご紹介します。近くに日本語
学習の場所や環境がない場合の学習に活用してみるよう実習生に案内をしてあげてください。 

・いろどり日本語 https://www.irodori-online.jpf.go.jp/  
日本交流基金が開発した「いろどり 生活の日本語」を基にし 
たサイトです。生活に必要な日本語が学習できます。 
全１０か国語対応で、アプリも公開されています。 

・げんばの日本語 https://www.otit.go.jp/kyozai/ 

外国人技能実習機構が公開している日本語教育教材です。 
技能実習職種「機械・金属」「食品製造」「建設」「農業」 
「繊維・衣服関係」仕事に関する日本語の学習ができます。 

 

■技能実習生への夏季の生活指導をするときのポイント            
この時期は急な雨や台風など悪天候となる日があり、主な移動手段が自転車である 
技能実習生にとっては交通事故のリスクが上がります。 
また、海や川などへ涼を求め、普段いかない場所への外出をすることも増えてきます。 
実習実施者の皆様におかれましては、交通安全と外出時の注意点の指導をお願いいたします。 
●海・川での水難事故防止（絶対一人では行かない） 
いつ、どこへ、誰と出かけ、何時に帰るかなどを情報共有のために報告をさせる。 
●自転車運転時の交通事故防止 
「ヘルメットを着用する」「スマホ操作・飲酒・喫煙などしながらの運転をしない」 
「並んでの走行をしない」などのルールを守るように指導する。 
●食中毒防止 
食材や作り置きした食べ物は、冷蔵庫等で保管しテーブル等に放置しないように指導する。 
●熱中症対策 
特に作業中は水分及び塩分補給をしやすいように準備をし、服装は作業に支障の 
ない範囲で涼しいものを利用させたりする対策の指導をお願いします。 

 

◆技能実習生とよりよい関係を築くために (第５回) 

宿舎清掃は 
確認を定期的
に実施 


